
中小企業タイムズ（5）第三種郵便物認可　平成30年４月１日

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

TOPICSTOPICS

TOPICSTOPICS

TOPICSTOPICS

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I
A

C
T

I
V

E
 

K
U

M
I

A
I

　北杜市小淵沢町でレストランを運営している企業
組合ふるさと旬菜森樹（田中洋子理事長　組合員
11名）は中央会の取引力強化推進事業を活用し、
新たなメニューの導入に取り組んだ。
　組合で運営しているレストランは、小淵沢町が都
市と農村との交流促進を図ることを目的に設置した

温泉・宿泊施
設「スパティオ
小淵沢」内に
平成8年開業、
地元野菜の活
用と女性による
起業モデルと
して全国から
着目された。開
店から22年が

経過し、近隣の観光開発が進み競合する飲食店が
増え売り上げが落ちてきたことから、中央会からの
補助事業を一部活用し、メニューの見直しに取り組
むこととなった。
　メニューの見直しには、KANAEフードビジネス研
究所の芦澤香苗先生から指導を受け、「健美食―
地元の新鮮な食材を使った創作料理を健康で美し
く元気で明るい森樹の女性が作ります」をブランドコ
ンセプトに、新メニュー13種類を取り入れるとともに
既存メニューも調理方法や盛り付けのリニューアル
を行った。また、メニューブックもデザインを一新する
とともに、ページを増やしほとんどのメニューに写真
と説明をつけ、お客様に料理に使っている地元食材
の効能や調理の特徴が判り易く伝えられるような工
夫も行った。
　花輪千世子専務理事は「メニューの見直しに

合わせてメ
ニューブック
のデザインも
新しくしたこ
とで、リピー
ターのお客
様からは料
理の種類が
増えた、新鮮
みが増し選ぶ楽しみにつながったとのお褒めのこと
ばをいただけた。また、新たなお客様からは旬の地元
野菜を楽しめ味もよいと好評。これからも組合員で
アイデアを出し合い、地元の食材を活かしたメ
ニューの開発や見直しを続けていくことでお客様に
喜ばれるレストラン運営を行っていきたい。」とメ
ニュー見直しの取り組み成果を実感していた。
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　山梨県生花商業協同組合（山本幸男理事長　組
合員57名）は、中央会の取引力強化推進事業を活
用して組合員の販促用リーフレットを作成した。
　最近、スーパー、ホームセンターなどでの生花の
販売が増加していることから、専門小売業の販売額
は大きく減少している。本県に組合加入している生
花店も平成8年の128店が、現在では57店と半数
以下に減っている。加えて、組合員が高齢化してい

ることから、積
極的な事業展
開 意 欲も低
下、組合員の
多くが家族経
営の小規模小
売店であるこ
とから、日常の

業務に追われ個店PRや販促活動ができない状況
にあった。
　そこで組合はリーフレット作成委員会を立ち上げ、
花の購入条件、価格帯、購入機会等の顧客ニーズ
調査を行い、生花小売店の生き残りのための消費
者ニーズを反映させたリーフレットの作成に取り組
んだ。
　調査結果から、顧客が生花小売店に求めている
情報やお店選びの条件は、花の質や種類、花への
知識、技術の高さや丁寧な接客などであることが再
確認された。また、接客の際の情報提供に加えて、
顧客が求めている情報を手軽に取得してもらえるよ
うにリーフレットの中にQRコードを記載する等、顧客
の立場に立った情報発信が必要であることもわかっ
た。
　組合で作成したリーフレットは、スーパーやホームセ

ンターとの差別化
を図るため、生花
小売店が持つ知
識の高さや用途
に応じた商品提
案、花持ちを良く
するアドバイス、仏
事に贈る心得、花
を注文する際のポ
イントなど、きめ細
やかな対応ができ
るものにした。
　萩原委員長は、「調査により顧客ニーズと組合員
の持っている情報をマッチングさせることができ、今
後の組合員の受注機会の創出、受注増加に繋げる
ことができる。」と期待を込め語った。

●山梨県生花商業協同組合

●山梨県酒造協同組合

　山梨県酒造協同組合（北原兵庫理事長　組合
員14名）は、3月23日県庁防災新館で山梨県原産
地呼称日本酒管理制度に基づいた純米酒の完成
お披露目会を開催した。
　この制度は、山梨の美味しい日本酒づくりを支え
る品質の高い原料と優れた醸造技術の情報を開
示し、消費者の山梨県産酒に対する信頼と評価の

向上、ブランド化を図ることで、他産地との差別化
と輸出拡大や外国人観光客への販売拡大を目指
すもの。「山梨県原産地呼称日本酒管理制度」と
して昨年10月に創設され、昨年秋から県内7蔵で
品質基準に沿った仕込みをはじめた。また組合で
は、日本酒の主原料である「水」にこだわった水系
毎の飲み比べができる「名山の水　山の酒　山
梨の酒」セットを商品化、4月下旬からの販売開始
を前に発表を行った。
　この日認定された県内7蔵の純米酒は、3月15
日に実施された官能審査を含む審査会で「品質基
準に沿った純米酒は品質が高く華やかな味わい」
と審査官よりお墨付きをいただいた。酒類卸会社
の担当者からは「水をメーンにした水系毎の飲み
比べセットはこれまでにない。最近の消費者は、日
本酒が造られる風土や原材料にも注目しており、

山梨の美味しい水を活
かした日本酒認証酒は
消費者に高品質をア
ピールできる。パッケー
ジデザインもオシャレで
目を引くので、今夏の
ギフト商品のカタログ
に掲載したい。」と絶賛
した。北原理事長は、
「山梨の豊かな美味しい“水”にこだわって酒造
メーカーが一丸となって取り組んだ新商品を水系
ごとに味わって欲しい。」と語った。
　発表会終了後行われた「新酒まつり」の会場に
も、認定された7蔵の日本酒や飲み比べセット商品
の展示が行われ、早くも来場者から販売日や入手
についての問い合わせが相次いだ。

●企業組合ふるさと旬菜森樹

デザインを一新したメニューブック（右）

芦澤先生から盛り付けの指導を受ける

認定を受けた7つの酒蔵の代表


